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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
鈴木 正志

日本の厨房を支える食のインフラへ

当社工場

〇本社所在地：福島県福島市

〇事業概要：青果物の卸売、業務用カッ

ト野菜の製造・販売

〇常時使用する従業員：138名

（2025年9月時点）

〇現在の売上高：39億円

（ 2025年9月期）

〇法人番号：2380001003086

〇Web：https://suzusho-green.com/

株式会社鈴商グリーン（食料品製造業）

創業以来、私たちは「人々に最大限の満足を提供する」という理念のもと、業務用原材料・カット野菜の安
定供給という「食のインフラ」を担ってまいりました。しかし、深刻化する人手不足は、この使命を継続す
る上での大きな脅威です。私たちはこの壁を乗り越えるため、人手に依存した生産体制から、最新の自動化
ラインを基軸とした体制へと移行する決断をいたしました。この投資は、従業員の働きがいを高め、企業の
成長を加速させる原動力となります。この成長を力に100億円企業を実現し、地域経済への貢献と、日本の
高品質な食品加工モデルの世界展開を目指します。

玉ねぎ加工に特化した新工場の新設と一貫自動化ライン構築
により、生産能力を飛躍的に向上させ、これまで対応できな
かった需要獲得を本格化させる。さらに、M&Aによる事業拡
大やサプライチェーンの再構築を推進し、2035年には売上高
100億円を達成。日本の厨房を支える東北随一の食品加工メー
カーへと成長する。

・一部工程を人手に依存しており、生産性向上の限界が成長を阻害
・大手外食チェーン等の大口需要に対応可能なキャパシティの不足
・労働人口の減少と人件費・コストの高騰
・JFS-A規格取得へ向けた、より高度な品質・衛生管理体制の不足

・新工場を新設し、一貫自動化ラインを構築
・殺菌工程の導入による高付加価値化・首都圏への商圏拡大
・既存大手取引先との取引深耕と、新規大口顧客の開拓
・同業者のM&Aによる生産能力・人材の確保
・高次加工品（冷凍・惣菜等）を開発し、海外市場へ展開
・より高度な品質・衛生管理体制を確立

○社内体制
・社長直轄のプロジェクトチームを組成
・従業員に対して新設備の操作研修や品質管理教育を実施
○社外体制
・金融機関から資金調達と経営助言を得る
・食品加工機械メーカーや建設会社と緊密に連携し、最適な工
場・ラインを構築

・M&Aや海外展開を見据え、専門アドバイザーとの連携を強化
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